
 

 

平成１４年度の環境研究イニシャティブの活動について 

 

分野別推進戦略において、次の５つのイニシャティブが設定された。 

① 地球温暖化研究 

② ゴミゼロ型・資源循環型技術研究 

③ 自然共生型流域圏・都市再生技術研究 

④ 化学物質リスク総合管理技術研究 

⑤ 地球規模水循環変動研究 

 

この内、①から③の３つの重点課題に関しては、平成１４年度の政府の予

算編成にあたり、「平成１４年度の科学技術に関する予算、人材等の資源配分

の方針」（平成１３年７月総合科学技術会議決定）において、平成１４年度よ

り重点的に取り組むこととされ、同年より本格的なイニシャティブ活動を開

始した。各イニシャティブには、各省によりそれぞれのイニシャティブの各

プログラムに位置付けられると判断された研究施策が登録された。 

 

各イニシャティブの下、環境担当議員、並びにイニシャティブに登録され

たプロジェクト担当研究者間での情報交換、意見交換の場として、イニシャ

ティブ研究会合を年３回開催することとした。総合科学技術会議専門委員が

イニシャティブ研究会合座長を務めた。 

環境担当議員は、各イニシャティブ研究会合に出席し、そこで得た各重点

課題の最新動向や関係府省における施策の取組・連携状況、不必要な重複及

び実施中の施策の効果等についての情報を、「平成１５年度の科学技術に関す

る予算、人材等の資源配分の方針」（平成１４年６月総合科学技術会議決定）

の策定や平成１５年度予算概算要求に係る優先順位付けに反映させた。イニ

シャティブ研究会合の実施状況は以下の通り。 

   

（１）地球温暖化研究イニシャティブ会合（14 年 4 月、11 月、15 年 4 月） 

・気候変動研究分野（座長：市川惇信専門委員） 課題数：５４ 

・対策技術開発分野（座長：茅陽一専門委員） 課題数：１０６ 

この他、気候変動研究分野においては、実施段階でのイニシャティブの運

営を目的として、座長と外部有識者・専門家による研究運営会議が毎月１回

程度開催された。さらに、研究担当者レベルの会合であるプログラム会合が

延べ４回開催された。 

 

（２）ゴミゼロ型・資源循環型技術研究イニシャティブ会合（14 年 4 月、10

月、15 年 3 月） 

（座長：秋元勇巳専門委員） 課題数：２９ 
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 この他、各省の研究施策の重複や、重要にもかかわらず取組みの遅れてい

る分野を明確にするために研究施策マップの作成を進めるなど、研究担当者

レベルのタスクフォース会合を随時開催した。 

 

（３）自然共生型流域圏・都市再生技術研究イニシャティブ会合（14 年４月、

12 月、15 年 3 月） 

（座長：丹保憲仁専門委員） 課題数：１８ 

この他、流域圏・都市再生に関する情報共有化システムの構築とモデル流

域圏（東京湾・利根川流域圏）に関する研究情報の収集・整理を目的として、

自然共生・研究情報タスクフォースを６回開催し、研究施策マップの作成を

行ってきた。また、イニシャティブの研究開発シナリオの明確化をねらいと

した議論を重ねてきた。当該分野の最新動向を把握することを目的として、

専門家を招聘しての勉強会を３回開催した。 




